











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鏡：|嘉永碑 文久２年〃〃 12石余30石余 質荒物渡世農業一統 11
(鱒/iIi:ilIii謬鶏i:Hj孟禰鵬競+艤鵜Ⅷ）
合一名宛とし、定役としているのである。その間、寄場役人・大
惣代は替らないが、小惣代は年番ｌ隔年番ｌ定番と変化している
のである。しかも人選された者はいずれも名主である。さらに節
２表より大・小惣代の所持高を見ると、大惣代忠右衛門は四○石
余を保有し、吹郎兵衛は三五石全、他に水車渡世を行っている。
小惣代は最高が堀之内村の与之助が五○石余で質渡世を行い、
次が忠左衛門の四二石全て、最低は惣兵衝・久兵衛の一一一石余で
ある。大・小惣代に選出された者は所持高が多く農間余業として
水
車
渡
世
・
質
渡
世
を
行
っ
て
い
る
者
で
、
村
内
で
も
上
層
農
民
で
大
部
分
が村役
人であ
る
。宝暦
頃
よりの
村
役人の
新
旧交替
を
含めて、
大・
小惣代の選出は村役人として、特に名主としての性格が強かった
のである。そして村内内部・村間の矛盾激化に対応して、勘定奉
行・関東取締出役の下に大・小惣代を新たに置き、名主の中でも
有力な者を大・小惣代に選出する事により、村役人を統轄して組
合村内の取締強化を計ったのである。
次に組合村内の取締りについてであるが、文政改革の触書は前
（卯）
文四ケ条、後文四○ケ条からなる長文のものである、触書の主要
点を整理すると、次の様になる。
①無宿・悪党・博徒の取締りと、その改心帰農
②
農
村
・
農
民
の
取
締
り
①村入用・諸費用の節約軽減化
、
強
訴
・
徒
党
・
騒
動
の
取
締
り
Ｏ若者組・歌舞伎芝居・相撲などの風俗取締り
③農間余業、職人手間代の取締り
一ハーー
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二
無
宿
・
悪
党
・
博
徒
の
取
締
り
文政一一年八月一六日に、寺方村より連光寺村へ廻文が継来た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
八
月
二
日
昼
九
ッ
時
、
中
山
道
本
庄
宿
地
内
御
堂
坂
に
お
い
て
、
佐
渡
へ
送
る
囚
人
九
人
が
通
り
か
か
っ
た
処
、
無
宿
六
人が長脇差を秋き、鑓を携、目寵三挺を切破り、中瀬村無宿松五
郎、大蔵無宿藤次郎を連れて逃去ったのである。そのため本庄宿
や近辺村々より人足を出して迫駈けたが行方がわからなくなり、
秩父郡下吉田村に居る関東取締出役河野啓介・太田平助に訴出
た。そして、吉田左五郎・小池宰助より、日野宿組合村に小仏・案
下口、秩父ロの御固の急御用状が来たのである。そして、一八日
（皿）
に
秩
父
よ
り
小
仏
の
固
メ
に
出
て
い
る
。
こ
の
様
に
「
改
革
組
合
村
」
の
編
成
は
、
無
宿
・
悪
党
・
博
徒
の
取
締
り
を
主
要
な
目
的
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
関
東
特
有
の
複
雑
に
錯
綜
し
た
知
行
形
態
の
た
め
、
博
徒
・
無
宿
の
取
締
り
が
十
分
で
な
く
、
そ
の
欠
陥
を
「
改
革
組
合
村
」
を
編
成
し
て
十
分
な
成
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
事
は
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘されている。また「改革組合村」編成以前に上総・下総では無
宿
・
悪
党
の
横
行
に
対
処
す
る
た
め
、
宝
暦
・
天
明
頃
よ
り
組
合
村
を
編
成
（犯）
して取締りが行なわれている事が明らかにされいる。このような
（羽）
例
は
、
武
州
那
賀
郡
の
村
々
で
も
見
る
事
が
で
き
る
。
御
勘
定
奉
行
え
武
州
那
賀
之
内
村
を
え
、
近
年
浪
人
体
之
も
の
参
、
合
力
を
乞
、
ね
た
り
にまとめることができる。そしてこれらの取締りを勘定奉行の下
に
、
「
改
革
組
合
村
」
を
編
成
し
て
統
一
的
に
行
っ
て
い
る
。
関
東
に
お
け
る
農
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
ヶ間敷儀申者数多有之候間、右躰之もの召捕候〈、、直二訴之、
路
用
雑
用
は
組
合
高
割
二
致
度
旨
（
後
略
）
こ
れ
に
よ
る
と
、
明
和
五
年
二
月
の
触
書
に
、
浪
人
や
、
ゆ
す
り
者
に
対
し、組合村を編成して取締りを行ない、その費用を組合村の高割
で負担している。また年代は下るが、文政四年に旱魅にあったた
め、遮光寺村・関戸村など二一ヶ村が組合村を編成して、諸勧化
（型）
・浪人の取締りを議定している。
議定一札之事
近年浪人躰之者或者諸勧化多々有之、別而当年者旱魅二而在方
一統困窮弥相増候一一付、今般弐拾壱村申合浪人躰之者止宿相断、
合力之義〈壱村限四文シ、外不差出、其余押弥、Ｕいたし、万
一及狼籍候〈者見付次第近辺之者相互一一駈付其所二捕置、年番
行司立無諾いたし、夫々組合江致通達御差出願等一一も相成侯〈
看、右雑用之義〈出府中飯料・小遣共壱人銀四匁懸リーー極、其
（険）
余諸掛り之義〈情々検約いたし明細帳二記置、組合惣高二割合
無滞出金いたし差支無之様可仕候、（後略）
こ
れ
に
よ
る
と
、
浪
人
な
ど
が
多
数
俳
個
し
て
、
諸
勧
化
な
ど
が
多
く
な
り
、
そ
の
た
め
、
二
一
ヶ
村
が
組
合
村
を
編
成
し
て
、
浪
人
の
宿
泊
禁
止
、
合力銭は四文、狼籍の場合は近辺の者が召捕え、それを奉行所へ
差出す場合の費用は組合村の総高割で負担する事、などを議定し
ている。
この様に、すでに文政一○年以前に、関東各地に組合村の編成
が見られるのであるが、甲州・信州などと異って、関東全域に組
合村が編成されたのではなく、農村の自衛組織として地域によっ
一ハ一一一
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て編成された所と、編成されなかった地域があったものと思われ
る。そして組合村を編成されなかった地域は、鷹場組合などを利
（酪）
用して取締りを行ない、また一村で取締り、また相給村は領主ご
（妬）
との組〈ロで取締りを行っているのである。
また無宿・博徒の横行は叩州でも多く見られるのであるが、天
（町）
明三年八月には組合村で定書を作成して取締りを行っている。
組
合
村
々
相
談
定
書
一、御免又者御添触も無之諸勧化井出所不知浪人者、先達而御
（済力）
支配様達御聞□被下置候二付、組〈ロ村相談之上定書取究有之
候処、近年等閑相成候村々も有之候二付、尚又相談之上定書
一
、
御
免
勧
化
筒
百
石
二
付
鍍
弐
拾
四
文
一
、
御
添
触
勧
化
高
百
石
二
付
鍵
拾
弐
文
「御免勧化之寺社行候節止宿願候者、尋之上木銭米代請取
之宿可致侯、其外出家社人浪人修行者たりとも決而宿等仕間
鋪候事、
一、近年川畑不作打統百姓困窮仕罷有候所一一、新規之諸勧化多
分有之肋々諸勧化等之内二者、本寺触頭之添触有之由申之、
出所不知出家社人山伏行人其外物貰二至迄組合村々入込、合
力之儀弥たりヶ間敷申掛迷惑仕候、此上右躰之儀者勿論止宿
弁先々江継送人足等相願候とも、先規仕来たりとも決而承届
間敷候附リ送り座頭之儀近郷申合決而請取申間敷候、無拠訳有之
候者村継計可仕候
仕
候
所
左
之
通
法
政
史
学
第
三
十
号
（以下一六ヶ村略）
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
明
の
飢
椛
に
よ
り
、
村
・
農
民
が
困
窮
を
き
た
し
、
諸勧化・浪人・出家・社人・山伏・行人などが増加し、村々へ入
込ゑ「ねたりヶ間敷申掛」、合力銭・諸勧化銭を乞村女へ寄生し
ているのである。そのため、諸勧化銭の規制、止宿の禁止、継送
人足の禁止などを議定している。これらの村含は山梨郡北山筋の
一九ヶ村である。山梨郡北山筋には、他に西青沼・上飯田・竹日
向・塔岩・高成・川窪・古府中の七ヶ村がある。この七ヶ村の村
支
は
田
安
領
で
あ
り
領
主
が
異
な
る
た
め
組
合
村
に
編
入
さ
れ
て
い
な
い
の
である。代官支配の一九ヶ村の村とが郡中割によって組合村を編
成して浪人・無宿の取締りを行っている。郡中割の成立時期は明
確ではないが、早い時期から成立し諸種の取締りを行っている。
また信州中之条天領においても、郡中割による組合村編成が行
（中略）
右者此度組合村戈相談之上相究侯上者、前書之趣弥堅ク相守可
申侯、尤此上諸勧化浪人戸無僧其外不依何者理不尽成儀出来候
者、組合村戈打寄相談之上取計可申侯、右一一付諸掛り等有之節
〈組合村々高割一一可仕候、若相談之趣不埒之村方も有之候者組
（ママ）
合村打寄急度相糺可申侯、如斯相定侯上者少も違背仕間間敷
候、為後證相談定書村々連印、佃而如件、
天
明
三
年
卯
八
月
六
四
羽湯塩
里 部Ｊ、、、
村村村
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なわれ、代官の下に郡中惣代・組惣代が置かれている。郡中惣代
は組惣代．村名主を統鰯して．廻状．御用状類の零、年貢金の
保管、年貢米の江戸輸送、治安維持などを行っている。それが可
能
で
あ
っ
た
の
は
甲
州
・
信
州
な
ど
代
官
の
一
給
支
配
の
村
念
が
多
か
っ
た
ためである。関東では正徳三年の大庄屋制の廃止以来、享保一九
年に再設置を触れるのであるが、複雑に入組錯綜した知行形態の
ため再設置は困難で、そのため無宿・博徒の取締りは農村の自衛
組織によったのである。
文政一○年、幕府は関東の村々に「改革組合村」を編成して、
勘定奉行、関東取締出役の下に置き、幕府の統一的支配のもとに
無宿・博徒の取締りを行なうのであるが、その編成は次のようで
（羽）
ある。一、前書無宿弁無頼之者差押候節、多分入用不二相懸一ため組合
相
定
、
兼
て
組
合
有
し
之
分
は
、
一
同
以
来
都
て
悪
者
召
捕
り
、
諸
失
費総高割に可レ致旨被一一仰渡一侯に付ては、是迄組合有し之村戈
は其儘差置、組合無し之所は几四十五ヶ村目当に致し為二組
合『尤土地之遠近村高之多少等別も有し之候へ共、先づ右等
之儀日当に致し、是迄組合有し之場所にても、村数縫之処は
自分入用多分相成難儀にも候筋に候間、組合為一一相増『
（後略）
こ
れ
に
よ
る
と
無
宿
・
無
頼
の
取
締
り
の
費
用
を
「
改
革
組
合
村
」
の
総
高
割
で
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
費
用
の
軽
減
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
政
一
○
年
以
前
に
組
合
村
が
編
成
さ
れ
て
い
る
所
は
、
そ
のまま編成を認め、編成されてない所は新たに四五ヶ村目当に編
関
東
に
お
け
る
磯
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
成したのである。また溢合村数が少ない所は、村数を増して編成
を行ない費用の軽減を計ったのである。そのため文政四年に編成
された連光寺村などの二一ヶ村組合は、日野宿四六ヶ村組合に、
再編成されたのである。
文政一○年以前の組合村は、凶作・早魅によって増加する諸勧
化・浪人などの寄生から防止する事にあったのであるが、「改革
組合村」は、「併元来関内の無宿ども悉く可一一召捕一御趣意にも無
（ｐ）
之、改心帰農為し致候教諭第一の儀にて」と、無宿を全て逮捕す
る
の
で
は
な
く
、
改
心
帰
農
を
計
る
事
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
（皿）
占べ次の様にある。
一、無宿無頼のものども御廻村先にて御召楠、又村方にて同様
差押差出し、御糺の上無宿有宿とも、無罪の者は得と御教諭
改心帰農可し致旨御見込のものは、慥成引受人御撰御引渡被し
成候間、無宿の分は其所支配御地頭へ村方より相届、若身上
立直不レ申侯は選直に取押可レ申旨御沙汰に付兼て申合置候
事、
これによると、関東取締出役・「改革組合村」による逮捕は、
改
心
帰
農
を
目
的
と
し
て
い
る
。
改
心
帰
農
の
見
込
永
の
あ
る
者
は
慥
な
る
引受人へ引渡し、また無宿の者は村方より、そこの領主へ引渡し
ているのである。そして、改心帰農の見込のない者は改めて領主
・奉行所へ差出したのである。
天保四年には、各寄場に囲補理場が設けられ、そこに囚人・無
宿を預け、各囲補理場を転々とたらい廻しにして教諭を加えたの
である。しかし、その事によって「改革組合村」の経済的負担を
六五
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増大させ、かえって不取締りにしたのである。そのため熊谷宿で
（犯）
は弘化二年に次の様な議定書を作成している。
為取替議定書之事
囚人御調中井寄場御預ケ被仰付候節、囚人壱人一一付番人足一一一
人シ、、村々が高割を以順番一一差出勤来候処、場所一一寄候而
者、御加役方囚人多分一一相嵩村々難義いたし、毎度取逃候儀茂
有之候一一付、自然囚人与訓合取逃候哉一一被思召、今般改而御仕
法替被仰渡侯一一付、寄場役人大小惣代一同打寄得与申談之上、
左一一議定いたし置候（後略）
これによると、経済的負担の過重のため囚人を逃す事が度々起
っている。そのため経済的負担の経減化を計るのである。その内
容は、①囲補理場は熊谷宿庄右衛門の土蔵を借り、代金一ヶ年に
五両宛支払う、②定番人は庄右術門を上番人に、他に二名下番人
を置き、給料一ヶ年に五両宛とする。③囚人の飯料を一飯四○文
として、一ヶ年約一○両とする。④圏外囲錠鍵は圧右衛門、中囲
錠鍵は寄場役人が預る。⑤囚人を大勢入れない、⑥囚人病気の時
は早く医師に見せ、我用は組合より出金する、⑦囚人の取逃・異
変が起った場合は、大小惣代へ通達して、番人を召連れ出役に子
細を話す。奉行所へ差出す場合は、一人につき一日銀五匁づつと
する、などを議定している。そして天保一三年より弘化元年まで
の一一一年間の費用が一二六両余、一年平均にして四一一両も懸り、其
外雑費が一年に四八両懸っているのである。そこで弘化三年に
は、土蔵の借代金五両、番人給料一五両、囚人飯料一○両で、そ
れらの合計一一一○両で済むと定めたのである。しかし、元治二年の
法
政
史
学
第
三
十
号
（羽）
「囚人出入覚帳」によると、一年間に熊谷宿に預けられた囚人は
一一一七五人で、その費用が七三両金，も懸り、その外雑費を加えると
九一両余にのぼっている。この様に囲補理場の設置によって、経
済的負担が増大し、囚人を取逃す事が度々起こり、かえって不取
締りにしたのである。
三
農
村
・
農
民
の
取
締
り
文政改革が農村・農民に対して、如何なる役割を果したのかを
考えるために、次に連光寺村についてふることにしよう。
連光寺村は多摩丘陵の北方に位置し、府中と町田の間にある村
（弧）
で、天保一四年の「村明細帳」によると、田方一六町一反四畝一
一歩、畑方一一八町一五歩、村高二七一一石余の畑方の多い農村で、
家数は八二軒、その内二一人が腱間余業者である。生産物は稲・
麦・粟・稗・蕎麦・大豆を主とし、農間塚として、男は薪取・炭
焼、女は木綿糸取などを行なっている。価主は家康入部より寛永
一○年まで天領で、以後明治に至るまで旗本天野氏の一給支配の
村である。天野氏は他に武州多摩郡坂浜村、上川邑楽郡海老瀬
（妬）（弱）
村、下総国葛飾郡桐ヶ谷村を知行する八一○石の旗本である。
第３表は人口と出奉公人を表にしたものである。連光寺村の人
口は元文三年（職多の人数含む）、延享元年に最高の人数を示し
ているが、宝暦・明和・寛政と減少し、文化七年には最低を示し
ている。それが文政五年より増加し始め、明治に至るまで増加の
一途をたどっている。出奉公人は、元文三年には九六人、延享元
年には一○一人と増加しているが、宝暦になると急激に減少し、
一ハーハ
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〔第３表〕連光寺村人口・出奉公人数表さらに明和五年には一二名と減少し、寛政に少し増加が見られ、
文化元年に一時増加するが、以後減少し、天保に三○人代であ
る。弘化三年以降は出奉公人の記載は見られなくなる。宝暦・明
和期から文化頃の人口減少と、出奉公人の減少は、貧農層が村内
に
滞
留
で
き
な
く
、
離
村
者
の
増
加
と
い
う
農
村
荒
廃
が
見
ら
れ
、
天
保
以
|年：関東にお
け
る
農
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
出奉公人人 女一統妬型５８４８４７２１７０００
０
１
１
１
１
ノ
ー
１
９
人
男
四
弱
羽
７
３
９
４
１
９
０
８
５
０
０
０
２
１
／
し
１
３
人数｜男ロ’男 女人
人'３１２
１２６０
１２１１
１１９７
(50）１１９４
(55）’１９９
(53）’１９２
(63）’１８３
(72）’１９７
(75）’２１５
１２１５
１２２０
１２３２
１２３２
１２５９
人
６
１
７
２
１
３
２
５
６
２
０
２
０
０
０
９
０
４
１
２
２
４
２
２
３
３
１
人人632
533
447
４１６
４１７（92）
411(106）
411(106）
403(112）
418(119）
435(123）
436
443
482
466
505
元文３年
延享元
宝暦１２
明和５
寛政４
〃１０
文化元
〃７
〃１３
文政５
天保５
〃１１
弘化３
元治元
明治３
０
３
６
９
３
２
９
０
１
０
１
３
０
４
６
２
７
３
１
２
１
１
２
２
２
２
２
５
３
４
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
(42）
(51）
(53）
(49）
(47）
(48）
｢人別帳井宗門人別改帳」より作成富沢家文書）～明治３(元文３
降、特に開港にともなって養蚕が栄んとなり、人口増加となって
現われたのであろう。
（〃）
第４表は、農民層分解を階層別に表にしたものである。｜兀禄六
年には全体の人数が八一名で、三五石以上が一名、一○’’一一石
層が一一一六名、一一丁○石層が四四名と、村内上層農民一名（富沢
家）と、多数の下層農民が際立ている。宝暦四年には全体の人
数が一○名減少している。そして、一○’三石層が減少してい
るに対し、三’○石層の貧農層が増加している。寛政四年に
は、さらに貧農層の増加が見られ、それが天保一四年までほぼ
同じ状態が続くのである。そして、この時期の特色は、慶長検
地以来、代々名主を世襲して来た富沢本家が、しだいに石高を
減少させているに対し、富沢分家は延宝三年に田畑屋敷約一町
歩を与えられて分家して以来、元禄六年には九石余、宝暦四年
に一一一一石余、天明五年には本村に二一一一石余、枝郷下川原に一一一
（犯）
石余の合計三五石余と土地集積を行ない、村内では富沢本家に
次ぐ土地保有者に成長している事である。その一方枝郷下川原
では、寛政一○年に家数一一一○軒の内、三軒の漬百姓が出現し、
二軒は「屋敷井畑方而已少々所持仕、田方一向無之候一一付、
（調）
家別役相勤不申侯」と、田畑が少なく諸役が動主らない状態で
あった。さらに、天保九年には連光寺村で八軒、枝郷下川原で
（側）
三軒、技郷諏訪坂で一軒の合計一一一軒の漬百姓が出現し、離村
者・貧農層が増加しているのである。安政六年以降は再び農民
層分解が進永、万廷元年には全体の人口が減少し、また五石以下
層の減少と貧農層が村内に滞留できない程念酔が急激に進糸、そ
六
七
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〔第４表〕連光寺村階層表 法
政
史
学
第
三
十
号
保有高|元禄6年|宝暦41寛政41文化81文政元|天保'41安政`|万延元|明治元|鯛治５
３５石以上
30以上35未満
２５～３０
２０～２５
１５～２０
１０～１５
５～１０
３～５
０～３
２１
１ ２ ２２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
０
６
０
１
１
７
８
４
０
１
７
４
１
４
１
５
８
５
０
１
７
９９ ７
１
７
１
７
７
１５
７
１５
７
６
４
１
７
2７
４４
1２
６６7３ 7４
合 計 8１１７１１９７１９７１９８１９９１９５１８９１９４１１００
鰯艤騨撒祷蕊蝋驍鴇蝋遮繍）
の
一
方
、
富
沢
本
家
・
分
家
と
も
土
地
集
積
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
三年には、富沢本家は村内に四一一石九斗余所持しているのに対
し、分家は村内に四○石、他村に九二石余の合計一三一一石余を
（虹）
有し、本家をしのぐ有力百姓に成長しているのである。
以
上
の
様
な
明
和
頃
よ
り
の
農
民
層
分
解
の
進
行
は
農
村
構
造
の
質
的
変化をもたらした。寛政一○年に、連光寺百姓七○人が、惣左衛
門・庄左衛門・枝郷馬引沢の利左衛門・同下川原の弥五左衛門の
四人を惣代に立て、名主である富沢本家と組頭を相手取って訴訟
を起した。訴訟側の惣左衛門は富沢分家である。訴訟文書は一○
（蛆）
ヶ条から成る長文のものであるが、これを要約すると、①相談山
林立木売払代金の押領、②祝儀御用金の押領、③薪伝馬代金・下
川原田方永代金・鍔伝馬代金の押領、④小前聟縁組への名主の干
渉、⑤名主過銭の増銭、⑥下川原の御用鮎手桶持人足の助合願を
等
閑
に
し
て
い
る
、
⑦
下
川
原
の
橋
掛
出
銭
の
助
合
願
を
等
閑
に
し
て
い
る、⑧下川原・馬引沢の郷蔵普請を本村一同で普請する事になっ
たが、それを等閑にしている、⑨高札再建の等閑、⑪村持山立木
売払代金の押領、等である。この騒動は一応名主側の勝利に終る
が、訴訟の内容を大きく別ると、名主の押領と、名主の村円支配
の動揺に別けられる。名主押領の問題は、天野氏の勝手は早くか
ら困窮し、江戸市谷田町四丁目の岸田屋文右衛門から物成を担保
として度々借金して来たが、寛政九年一○月に支送りを断られ、
今までの借金一五五両三分の内、八○両を返済する事で一応内済
したのである。しかし天野氏は財政難で支払えず、また村方も困
窮村を理由に支払わず、結局、名主の田畑山林を質に入れて六三
六八
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両を用意し、残りの一七両を、相談山立木売払代金で支払い、そ
の残りの代金を名主が質入した田畑山林の弁済金にあてたのを私
欲押領として訴えられたのである。また祝儀入用金押領は、寛政
九年一○月天野氏の婚礼のため、連光寺村へ一三両、坂浜村へ一
七両の臨時御用金を課したのであるが、連光寺村は困窮村ですぐ
に調達できず、先の金主への返済金より立替えて上納し、後に百
姓より取立、領主へ五両、金主へ八両返済したものを押領として
（蛆）
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
名
主
の
村
落
支
配
を
見
る
と
、
村
役
人
、
特
に
名
主
は
年
貢
皆
済
を
完
納
す
る
た
め
村
内
支
配
権
を
持
た
せ
ら
れ
て
い
る。それは基本的には宗門人別帳の作成、五人組帳の作成、五人
組帳前書の読永間せなどの土地緊縛である。そして、さらに土地
緊
縛
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
村
内
で
村
法
・
郷
法
や
慣
習
・
慣
例
を
定
め
て
いる。連光寺村でも安永五年に村法を再議定して、公儀御法度の
厳
守
、
五
人
組
の
厳
守
、
家
業
出
精
、
衣
類
の
規
制
、
博
変
の
禁
止
な
ど
を
（“）
定め、それに運犯した場合は過銭を支払うことを議定している。
し
か
し
、
寛
政
期
に
は
そ
の
村
法
・
慣
習
・
慣
例
も
し
だ
い
に
破
ら
れ
て
く
る
。
小
前
百
姓
の
縁
組
な
ど
の
監
視
は
土
地
緊
縛
上
、
村
役
人
の
重
要
な
権
限であるが、寛政一○年の訴訟では、名主に無届けで縁組が行な
われ、それを注意した名主が逆に訴えられたのである。そして「
村
方
か
他
村
江
縁
組
仕
候
節
者
、
人
別
相
除
呉
候
様
届
来
候
処
、
重
立
侯
者
（妬）
共右躰我儘之取計仕候而者、村方取締不宜二付」と、名主に無届
で
縁
組
が
行
な
わ
れ
、
人
別
帳
作
成
な
ど
の
村
内
取
締
り
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
領
主
へ
の
薪
附
送
り
は
、
今
ま
で
高
割
で
附
送
る
事
が
「
旧
来
之
仕
来
」
で
あ
っ
た
が
、
村
方
一
同
難
儀
を
理
由
に
こ
れ
を
止
関
東
に
お
け
る
農
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
め、今年は江戸で調達する様小前百姓が願い出ているのである。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
領
主
も
困
り
、
ま
た
金
子
も
高
く
な
り
、
小
前
百
姓
の
負
担
も
増
す
の
で
、
組
頭
よ
り
差
留
め
る
様
に
申
聞
せ
て
来
た
が
、
名
主
を
（蛆）
乗越えて訴え出たものである。
以
上
の
様
に
、
訴
訟
の
四
点
に
限
っ
て
内
容
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
寛
政
期には貧農層の増大により村方が困窮し、年貢皆済・臨時御用金一
に
ゆ
き
づ
ま
り
、
領
主
の
勝
手
向
の
困
窮
、
そ
し
て
名
主
の
立
替
も
限
界
を
示し、また小前百姓の縁組届、領主への薪附送りなどの「
旧来之
仕来」としての慣例もしだいに破られ、村役人対小前百姓の対立
が形成され、その様な中で新たに成長した富沢分家等が中心とな
り
村
方
騒
動
を
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
野
氏
は
勝
手
賄
を
任
用
す
る
事
で
新
た
な
収
奪
強
化
を
計
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
村
役
人
と
小
前
百
姓
の
対
立
が
明
確
と
な
る
の
で
あ
る
。
寛政九年に岸田屋文右衛門よりの仕送りを断れた天野氏は、寛
政
二
年
に
富
沢
分
家
を
勝
手
賄
と
す
る
事
に
よ
っ
て
年
貢
収
奪
強
化
を
計
り
、
さ
ら
に
文
化
八
年
に
は
、
富
沢
本
家
よ
り
富
沢
分
家
に
名
主
役
を
交
代
し、富沢分家を勝手賭名主とする事によって、新たな農村支配を
行なっている。しかし、文化九年に富沢本家が名主を相手取って
先納金割振の不正、無株の伜を組頭頭取役として多分の役料を与
（妬）
えている事などを大目附に駈込訴訟を行っている。しかし、これ
は敗訴に終るが、文化一三年には、小前百姓より先納金上納拒否州
の訴えが起され、その調査の過程で名主の先納金算違徴収が判明
（妬）
して、ついに富沢分家は名主退役となる。その後、富沢本家が再
び
名
主
役
と
な
る
が
、
文
政
期
に
な
る
と
、
知
行
高
八
百
余
石
で
あ
る
に
も
六九
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かかわらず、実収は五百石余であるため臨時金の賦課が増加し、
そ
の
た
め
文
政
二
年
に
知
行
地
四
ヶ
村
の
名
主
よ
り
家
政
縮
少
の
願
書
が
出
されている。しかし、名主は領主の財政が大事であるとして、要
求を撤回するが、小前百姓の家政縮少・賄金減少要求が続き、領
主
と
小
前
百
姓
の
対
立
の
中
で
、
つ
い
に
文
政
四
年
に
は
村
役
人
一
同
退
役
（妬）
願の提出となってあらわれている。この様に臨時御用金増加をめ
ぐ
っ
て
小
前
百
姓
と
の
対
立
が
激
化
し
、
村
役
人
の
村
落
支
配
は
動
揺
を
来
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
様
な
年
貢
・
臨
時
御
用
金
の
増
加
は
、
小
前
百
姓
の
年
貢
皆
済
の
関
心
を
高
め
、
村
役
人
の
村
内
支
配
は
ま
す
ま
す
困
難
に
し
、
村
請
制
の
動
揺
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
政
改
革
の
触
書
で
は
、
農
民
に
懸
る
諸
費
用
の
軽
減
を
計
っている。それは質素倹約、村入用の軽減、浪人・無宿・座頭など
の
合
力
銭
・
諸
勧
化
の
禁
止
、
神
事
・
祭
礼
・
風
祭
な
ど
冠
婚
葬
祭
費
用
の
軽
減
、
村
役
人
・
百
姓
寄
合
の
費
用
軽
減
、
関
東
取
締
出
役
・
火
附
盗
賊
改
・道案内人の鮪費用の軽減、借金に対する規制、餌差に対する入
用
の
節
約
、
囚
人
に
対
す
る
費
用
の
規
制
な
ど
、
農
民
に
懸
る
諸
費
用
の
軽
減に触れている。また村方騒動・村間出入についても、「村々に
て強訴徒党ヶ間敷儀企、又は剣戟を以及二乱妨一侯類は、其村方よ
（灯）
り早を御出役先へ御訴、領主地頭へも可一一申立一事」と、強訴・徒
党に対して村内部・村間で互に監視し、関東取締出役・領主への
通告を奨励して未然に防止を計るとともに、「今般組合定の上、
組合内に出入立侯儀は、小組合惣代・大組合惣代取扱成丈内済為
（不脱力）
致、公儀へ御苦労は勿論支配地頭へも世話不相掛、当人共為にも
法
政
史
学
第
三
十
号
相成、互に堪忍専らにし、扱人は依怡晶眉無之、正路に取扱遣候
（妃）
様申論置候に付」として、山論・水論などの村間出入、村方騒動
などについては、小惣代・大惣代が一定の裁判権を持ち内済で解
決
を
計
る
様
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
・
小
惣
代
で
解
決
を
見
な
い
場
合
は、関東取締出役・幕府の裁決によったのである。しかし、村方
騒動は年貢徴収不正などを中心とする騒動が主であるため、領主
権を否定しえなかった「改革組合村」編成では、騒動を押えるに
は限界があったのである。
ま
た
、
腱
民
を
土
地
に
緊
縛
し
て
お
く
た
め
、
触
書
で
「
公
儀
御
法
度
の
厳守」「家業の出精」「博突の禁止」「風俗退廃の禁止」などに触
れ離村者の発生防止を計っている。そして、「百姓風俗を直し、悪
敷風俗に不し移様との御仁恵に付、難し有仕合可レ奉二承伏一良民の
弥
害
に
相
成
候
者
は
不
二
捨
置
『
村
役
人
弁
小
前
一
同
申
合
搦
押
へ
、
其
支
配領主地頭、又〈御取締次第御廻村先々へ差出、柳心得違不身持
の者共へも厚利害申論本心に立帰、家業出精致し候様、専らに心
（棚）
掛丹精いたし」と悪風俗に成る事を防止し、また農民の宝目になる
者
は
召
捕
え
て
領
主
・
関
東
取
締
出
役
へ
差
出
し
心
得
達
の
者
は
百
姓
と
し
ての立帰りを計っている。また遊民・帳外が発生した場合は次の
（別）
よ
う
に
あ
る
。
一
、
村
々
之
内
心
得
運
に
て
農
業
を
嫌
ひ
遊
歩
行
親
類
組
合
村
役
人
異
見
取用ひ不し申とて、直に帳外いたさず、組合村役人へ相談異
見差加、其上にも不二取用一侯は凹帳外いたし肌の心得運有し
之辿後難を恐れ、無宿いたし侯者可レ便処無膨之に付、弥増悪
事仕成侯に付、無宿に不シ致以前、厳敷教諭可レ致事、
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これによると、遊民が発生しても直に帳外にしないで組合・村
役
人
よ
り
意
見
を
加
え
、
ま
た
無
宿
に
成
る
以
前
に
教
諭
を
加
え
て
、
百
姓
と
し
て
の
成
立
を
計
っ
て
い
る
。
ま
た
、
婚
礼
に
つ
い
て
も
紗
綾
縮
緬
を
禁
止
し
、
村
役
人
は
絹
紬
太
織
布
木
綿
、
百
姓
は
布
木
綿
の
使
用
を
触
れ
、
倹
約
を
計
る
と
と
も
に
、
村
役
人
一
人
立
会
う
事
を
規
定
し
て
監
視
の
強
化
を
計っている。
若者仲間・歌舞伎芝居・相撲なども改革で厳しく取締りを行っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
人
々
を
集
め
博
突
な
ど
の
悪
事
が
行
な
わ
れ
る
た
め
で
ある。特に若者仲間は村内での生活組織として存在していたが、
幕府には「当郷村々之中若者仲間と唱大勢組合、神事・祭礼等之
節人寄ヶ間敷儀催し、金銀耕作之暇を費、其外悪事而已企、中一一
（田）
者村役人申付相背候者有之」と、人寄ヶ間敷事を行ない、亜心事を
企
、
村
役
人
に
背
く
様
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
若
者
仲
間
は
、
幕
府
〔第５表〕天保９年述光寺村農間余業
人数表関東
に
お
け
る
農
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
㈱|､二着i書ikT(’ 姓－１
１
１
３
１
１
１
１
２
２
１
１
百
一業種
古鉄紙屑買渡'2：
居酒渡世
古着渡世
糸商ひ
馬口労渡世
草履草子豆腐
木綿糸綿渡世
綿打職
穀物商渡世
木挽職
大工職
菓子類小商ひ
青物小商ひ
１
１
２
２１１６合 ニニニユI、 ２
(鯛fiF繍鶏調鰍商人職人噸） が度と禁止していた地芝居の担い手であるため、若者仲間を取締
（⑫）
る
事
に
よ
っ
て
地
芝
居
を
取
締
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
取
締
り
は
「万一若ものども相催候を厳敷差留候節、村役人を恨候趣に付、
以来は組合村々相互に申合せ、他村より差留可レ申、若相背候は
里重文侯ものは勿論、同類一同名前書付密々可二差出一候事」
（副）
と、若者仲間を村役人が直接取締るのを避け、小組合・大組合の
村々より取締る事を触れている。
以上の様な村内の取締りは本来村役人が行なうのであるが、村
役
人
の
権
限
が
弱
体
化
し
た
た
め
、
「
改
革
組
合
村
」
を
編
成
し
、
数
ヶ
村
の村役人の上に小惣代を置き、さらに大惣代を置く事によって村
役
人
の
監
視
を
深
め
、
取
締
り
の
強
化
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
四
経
済
統
制
「改革組合村」がさらに重要なのは、化政期に展開した江戸地
廻り経済を掌握するため、農間余業調査を行っている事である。
農間余業調査は、寛政改革の一環として、寛政六年に鳥見役
所によって行なわれているが、その権限を関東取締出役も持
ち、文政一○年から同一二年にかけて調査を行っている。文政
の農間余業調査は、「関東筋村々の内農間諸商人多、田畑作余
（別）
其上箸に長じ、良民の難儀に及び侯趣に付」と、農間余業者の
増加は、田畑の手余地の増加、農民の箸侈生活となり、そのた
め以後の農間余業者の発生を防止し、それらを押えることにあ
った。農間余業調査は、商人・職人の軒数、業種開業年代に至る迄
七
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法
政
史
学
第
三
十
号
詳細に調べている。文政一二年の日野宿では、家数四一○軒、人
口二九一一三人の内、農家一一一七六軒、農間余業者六四軒で、全体の
（弱）
一五、六％が農間余業を行っている。その内居酒屋渡世一○軒、
湯屋渡世三聯、髪結渡世一一軒、煮売渡世九軒である。また、文政
一二年の連光寺は、家数八○軒の内、農家六○軒、農間余業者
（妬）
二○軒であり、全体の二五％が農間余業者である。さらに、天保
九
年
に
は
二
○
職
と
同
じ
で
あ
る
が
、
業
種
は
第
５
表
の
通
り
で
あ
る
。
その内、組頭一一名、百姓代二名、百姓一六名である。また、文政
〔第６表〕文政10年１１ｺ奈良村業種別人数炎
百姓小『
‘〕’｜丘
村役人
名主|組頭|百姓代’
２２ ５
１
１
３
２
１
３
１
１
１
２
１
２
３
８
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１團孑Ｉ」墨而－．１，厘
１
１
１
１
１
２
１酉豆鵬
引物鞠
２
１
１
１
１
1
２
３
８
３
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
屋隅 一○年の熊谷宿北組合の中奈良村は、村高一九七五石四斗四升
で、九給支配の村落である。家数は全体で一四二軒、その内農家
は九一軒、腱間余業者は五二軒、他に医師・奉公稜か一軒宛で、
約三分一が農間余業者である。中奈良村の農間余業者の発生は、
宝暦一三年に大工渡世が最初で、次が明和二年に飴菓子渡世であ
る。ついで安永期に三名、天明期に四名、寛政期に九名、文化期
に一六名、文政一○年までに一六名と、化政期に農間余業者が急
（”）
増している。さらに業種別に見ると、第６表の様になる。この内
Ⅲ皇愚
９
凹
亟
瞳
頁
二
コ
凶
エ
１
１ 七
一
一
5４3８ ２４３ ７
……｣‘，作鱗）野中家文脅(灌鰹iml:i:鯛|;i；
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最も多いのは大工八名、次が質屋の五名、居酒・豆腐・木挽、
紺屋職人がそれぞれ三名、あとは一、一一名宛である。農間余業者
の内、村役人は一四名、百姓が三八名であり、百姓の業種は大工
・紺屋職人・木挽・髪結・飴菓子・煎売などの職人や小商人が多
い。村役人は質屋・塩油売買・雑穀売買などのある程度の資本を
有するもので、百姓と村役人の業種に違いが見られる。
さらに、文政改革の余業調査は、特に居酒屋・湯屋・髪結床・
大小栫研屋を詳細に調べている。これらは「食類を商ひ遊民寄集
（犯）
め、兎角恕敷事を企」と、遊民の集り場、亜心事の企場となり、治
安上の取締りのためである。文政一○年から同一二年の余業調査
は、農間企業の展開を把握し、以後の新規商人の発生を防ぐため
であった。
一、今般新規の商人不相用趣伺之上、村之へ申渡し候二付、新
規商ひ相始侯ものは、村役人より差留、不取用者有之ぱ、其
段村役人訴出候節は、右商ひ相始め候もの呼出し、利解申間
為相止、若我意強上申暮不取用筋は書付取之、御奉行所へ可
中上侯事、
一宿町々村の内に於て新規に商ひ相始め、同商売相増候ては、
古来の商人の害に相成候間、止め呉候様懸合候ても不取用候
間、新規の儀仁付相止候様利害有し之度旨願出候節は取上、
商ひ致し候者不し宜候二付、新規商ひ不二相成一旨申渡候、
（印）
とあるように、古来の商人の室戸になるため、新規商人を禁止し、
腱間余業者の増加を防ぎ、村内の発生を村役人が監視して、従来
の農間余業者を株として固定化させたのである。そして村役人で
関東における農村構造の変質と文政改革（柳田）
（印）
押えきれない場合は大・小惣代に監視させたのである。
一札之事
一、私作音五郎儀病身一一付、幼年之阿商向為覚度存、年季奉公
一一差遣置侯処、年明二而秋中引取候得共、生得病身二而農業
而已一一而〈日戈取続兼（中略）此度作間諸色商ひ渡世仕度奉
存侯、尤御法度之品売候儀〈勿論都而正路一一商ひ仕候様心懸
可申侯間、此段御聞済被下、追而御取締様方御廻村御座侯
節、前書之始未御願立被下侯様仕度奉存侯、以上、
文政十二丑年十一月関戸村
当
人
七
右
衛
門
⑳
親
類
惣
代
勘
左
衛
門
⑩
五
人
銅
懲
代
孫
七
⑳
組
頭
伊
右
衛
門
⑳
司刈
八
十
郎
⑳
名
主
音
次
郎
⑳
御
改
革
大組合惣代
連光寺村名主忠右衛門殿
小組合惣代
関
戸
村
名
主
篇
次
郎
殿
これによると、関戸村の音五郎は病身で農業ができないため、
父親をはじめ、親類惣代、五人組惣代、組頭、名主が連印で、
大・小惣代に農間余業の許可を願い出ている。そして関東取締出
役の廻村の時、さらに許可願いを出すという様に、関東取締山
七
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役、大・小惣代の監視の下に置かれたのである。農間余業調査は
新
規
商
人
の
発
生
防
止
に
あ
っ
た
が
、
質
屋
に
つ
い
て
は
新
規
質
屋
を
認
め
（田）
ている。
一、今般質屋ども軒数取調侯節取金高書上候は、縦新規に質屋
相
始
度
旨
願
出
候
老
有
し
之
節
、
質
屋
は
在
女
商
人
と
も
連
ひ
、
金
銀
融
通
の
為
に
も
相
成
候
に
付
、
所
に
て
故
障
無
し
之
上
は
、
勝
手
次
第
為二取計一（後略）
こ
れ
に
よ
る
と
、
画
歴
の
調
査
も
、
軒
数
、
開
業
の
年
、
文
政
九
・
一
○
年の二ヶ年の質取高、利足まで調べているのであるが、質屋は在
々
商
人
と
は
迎
い
、
腱
民
の
金
銀
融
通
の
た
め
に
な
る
と
し
て
、
故
障
の
な
い
場
合
は
新
規
質
屋
の
発
生
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
質
屋
を
行
っ
て
い
る
者
は
村
役
人
・
上
層
農
民
の
場
合
が
多
く
、
下
層
・
貧
農
層
の
田
畑
の
質
流れ、離村者の発生を防止するには限度があったものと思われる。
以
上
の
様
に
、
江
戸
地
廻
り
経
済
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
増
加
し
た
腱
間
余
業
者
を
調
査
し
、
以
後
の
新
規
開
業
の
発
生
を
防
止
し
、
村
民
を
百
姓
と
して緊縛するため、その監視を関東取締出役、大・小惣代が行っ
たのである。
以
上
、
日
野
橘
組
合
を
中
心
と
し
た
、
文
政
改
革
に
つ
い
て
記
し
て
ふ
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
宝
暦
・
明
和
頃
よ
り
の
農
民
層
分
解
に
と
も
な
って農村構造に変質を来たし、無宿・博徒が多数俳個して農村に
寄生しているのである。これに対し、文政一○年以前には、組合
村を編成して自衛を計ったのであるが、文政一○年には「改革組
法
政
史
学
第
三
十
号
お
わ
り
に
合村」を編成して、関東取締出役の指示の下に取締りにあたった
のである。しかし、「改革組合村」は単に逮捕するだけでなく、
寄場役人、大・小惣代が教諭を加えて改心帰農を計る事を第一の
目的としたのである。またそれ仁懸る諸費用を「改革組合村」の
高
割
で
負
担
し
て
、
村
で
懸
る
費
用
の
軽
減
を
計
る
事
に
あ
っ
た
が
、
天
保
四年の囲補理場設置によって費用の増加を招き、囚人を取逃す事
が度々起り、逆って不取締りとしたのである。
ま
た
村
内
で
は
、
村
支
配
の
た
め
村
法
・
郷
法
・
慣
習
・
慣
例
が
定
め
て
いるが、寛政一○年の村方騒動では、それらが破られ村役人の権
限
は
著
し
く
弱
ま
り
、
化
政
期
に
は
領
主
勝
手
賄
・
勝
手
賄
名
主
の
設
置
に
よ
っ
て
年
貢
収
奪
強
化
が
行
な
わ
れ
、
小
前
百
姓
の
年
貢
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
村
役
人
と
小
前
百
姓
の
対
立
が
深
ま
り
、
つ
い
に
文
政
四
年
に
は
村
役
人
の
退
役
願
の
提
出
と
い
う
村
請
制
支
配
の
動
揺
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
政
改
革
の
触
書
で
、
公
儀
御
法
度
の
厳
守
、
家
業
の
出
精を始め、腱民に懸る諸費用の軽減を計り、年貢皆済を円滑にし
て
村
方
騒
動
の
回
避
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
騒
動
に
対
し
て
は
、
村
間
で瓦に監視させるとともに、大・小惣代に一定の裁判権を持たせ
内
済
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
帳
外
・
遊
民
に
対
し
て
は
、
大
・
小
惣代が教諭を加えて改心帰農を計り、若者組には他村よりの取締
り
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
改
革
組
合
村
」
の
編
成
は
、
領
主
権を否定する程のものでなかったため、以後の年貢徴収．割振を
めぐって起こる村方騒動を押さえるには限界があったのである。
ま
た
、
地
廻
り
経
済
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
化
政
期
に
急
増
し
た
農
間
渡
世
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
株
と
し
て
固
定
し
、
農
間
余
業
の
増
加
を
大
・
小
七
四
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惣代に監視させ、さらに関東取締出役の許可を必要として、以後
の発生の取締りを行ったのである。
以上の様な取締りは、本来、名主・村役人が行って来たのであ
るが、寛政ｌ化政期の村請制支配の動揺により、名主の権限低下
を招き、取締りが弱まったため、文政改革では「改革組合村」を
編成し、数ヶ村を集めて小惣代を選出して名主を統轄し、さらに
数名の大惣代を選出して、小惣代・名主の統轄を行ない、勘定奉
行・関東取締出役の下に置く事により名主の権限を強め、村請制
支
配
の
再
編
成
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
註（１）森安彦氏「幕末期の幕政」『幕末郷土史研究法』所収）
一八七頁。
（２）註１の他に、「関東における農村構造の変質と支配機機
の改革日ｌ関東取締出役設置の歴史的意義ｌ」ｑ史潮』
七四号）、「幕藩制社会の動揺と農村支配の変貌Ｉ関東に
おける化政期の取締改革を中心にＩ」（東京教育大学昭
史
会
編
『
日
本
歴
史
論
究
』
所
収
）
（３）大石模三郎氏「武蔵国組合村構成について」ｓ学習院大
学経済論集』四ノー）、Ｓ近世村落の構造と家制度』増
補版）所収。
（４）北島正元氏「化政期の政治と民衆」ｑ岩波講座日本歴
史』近世４所収）、「文政改革」Ｓ体系日本史叢書』政治
史
Ⅱ
）
所
収
。
（５）川村優氏「近世における組合村の存在とその性格」ｓ史
学雑誌』七三ノー一）、「上総国における改革組合村の始
源」（『日本歴史』二三八号）、「横芝地方における旗本領
関東における農村構造の変質と文政改革（柳田）
（肥） ’■、／白、／声、／■、／■、１７１６１５１４１３
、-ノ、=ノ、_ノ、_ノＬノ
／~、〆■、／戸、
１２１１１０
、=ノ、_ノ、_ノ
'－，
９
～ノ
′■、
８
ﾐｰﾉ
'■、
７
Ｌノ
〆■、
６
、.ノ
の動向Ｉ特に改革組合村編成以前の動向と村方の対応に
ついて」弓横芝町史』Ｉ特別寄稿篇Ｉ）所収。
煎本増夫氏「江戸幕府の関東支配と佐倉藩Ｉ在地支配の
問題を中心にｌ」ｓ譜代藩政の展開と明治維新巳所収。
長谷川伸三氏「文化・文政期増上寺領の村方騒動と改革
の展開」（『日本史研究』一一二号）。
山中清孝氏「幕藩制崩壊期における武州世直し一摸の歴
史的意義」Ｓ歴史学研究会七四年度大会特集別冊巳所
収、「関東取締出役と相武の改革組合村々」Ｓ郷士神奈
川』六号）、「武州・相州「改革組合村」編成について」
ｓ神奈川県史研究』二七号）。
文政一○年「御取締御改革用留」国立史料館所蔵富沢
家
文
書
以
下
、
富
沢
家
文
書
・
富
沢
分
家
文
書
と
あ
る
の
は
国
立
史
料
館
所
蔵
で
あ
る
。
「貞享元年日野宿御伝馬証文写」富沢家文書。
文政七年九月「議定連判帳」富沢家文書。
文政一○年正月「御料私領御用留」日野市南平平穣家
文書。
註
９
「神奈川県武蔵国第三十二区之記」富沢家文書。
「地方落穂集追加」ｓ日本経済叢書』巻九）四九五頁。
註
１
山中清孝氏「幕藩制崩壊期における武州世直し一摸の歴
史的意義」Ｓ歴史学研究会七四年度大会特集別冊』）所
収。註姐
四
七
七
頁
。
七五
Hosei University Repository
法
政
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十
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政
一
二
年
「
御
取
締
御
改
革
組
合
村
御
支
配
御
姓
名
帳
」
富
沢
家
文
書
。
註
１
、
註
嘔
四
六
○
頁
な
ど
参
照
。
註
９
註
５
『御触書天明集成』九二二頁。
文政四年「浪人躰之者止宿断り方合力一一付廿一ヶ村議定
一札」富沢家文書。
『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
五
集
一
九
八
頁
。
文化一一年「組合取究議定帳」埼玉県立浦和図書館所蔵
野
中
家
文
書
。
天
明
三
年
「
組
合
村
々
相
談
定
書
」
山
梨
県
立
図
書
節
所
蔵
甲
州文庫。
鈴木寿氏『近世知行制の研究』五二’五七頁一二○頁。
註
巧
五
六
一
頁
。
註
巧
四
八
九
頁
。
註
嘔
四
六
七
頁
。
弘化二年「為取替議定書之事」埼玉県立浦和図書館所蔵
野
中
家
文
書
。
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館
所
蔵
野
中
家
文
書
。
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
。
『武州多摩郡連光寺村富沢家文書目録』解題。
註弘註弘天明五年「田畑屋敷山弁新田林共改覚帳」富沢分家文書。
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天保九年「御改革再調家数商人職人取調帳」富沢家文書。
明治三年「武蔵国多摩郡連光寺村平民戸籍」富沢家文書。
寛政一○年「百姓七拾人惣代惣左衛門等名主富次郎等相
手取私欲押領相掠候出入一条之由訴状」富沢分家文書。
寛政一○年「名主富次郎出入一件」富沢家文書。
安永五年「村法定連判帳」富沢分家文書。
文化九年「名主奥右衛門不法一一付元名主権平訴状」富沢
家文書。
仙石鶴義氏「近世後期旗本家政改革と御勝手向賄名主役
の任用をめぐってＩ特に旗本天野氏と武州多摩郡連光寺
村富沢分家の関係を中心にＩ」Ｓ法政史学』第二五号）。
註
焔
四
六
四
頁
。
註
嘔
四
八
五
頁
。
註
嘔
四
六
○
頁
。
註
嘔
四
六
八
頁
。
文政一二年「御改革若者継請印帳」日野市南平平穣家
文書。
多仁照廣氏「地芝居と若者仲間ｌ文政取締改革と『かく
れ芝居』ｌ」（『地方史研究』一三一号）
註
嘔
四
六
四
頁
。
註
咀
四
八
一
頁
。
文政一二年「家数人別商ひ井諸職人書上帳扣」日野市日
野
佐
藤
利
文
家
文
書
。
文政一二年「家数井隆間渡世書上」富沢家文書。
文政一○年「関東向御取締書上類議定書」埼玉県立浦和
七
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〔
追
記
〕
本
稿
は
大
学
院
修
士
論
文
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
成稿に当っては指導教授である村上直先生を始め、多くの方にお
世話になった事を感謝する次第である。
（
印
）
註
珀
四
八
三
頁
。
（釦）文政一二年「作函
（
“
）
註
嘔
四
八
五
頁
。
（
記
）
註
記
関
東
に
お
け
る
農
村
構
造
の
変
質
と
文
政
改
革
（
柳
田
）
註
珀
四
八
三
頁
。
文
政
一
二
年
「
作
間
渡
世
願
」
富
沢
家
文
書
。
図
書
館
所
蔵
野
中
家
文
書
。
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